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処
理
・
創
造
し
、
受
け
手
の
状
況
に
併
せ
て

発
信
・
伝
達
で
き
る
、「
情
報
活
用
能
力
の

育
成
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
や
、
図
書
館
活
用

な
ど
で
、「
情
報
の
真
偽
を
見
抜
く
」
た
め

の
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
安
全
は

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
冬
期
間
に
お
け

る
転
倒
な
ど
の
事
故
に
対
す
る
安
全
対

策
は
。

　

　

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
時
点
で

は
、
70
名
の
方
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
を
か
け
、
対
応
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
、
全
村
で
約

3
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

学
校
訪
問
が
終
了
し
、
そ
の
後
は
、
自
主

的
な
活
動
に
ゆ
だ
ね
て
い
く
た
め
、
安
全

面
に
配
慮
し
活
動
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
各

学
校
を
通
じ
て
徹
底
し
ま
す
。

相原　孝彦 議員
消防団と事業所の協力

事業所の信頼性が向上

　

消
防
団
と
事
業
所
の
協
力
体
制
づ
く

り
が
住
民
の
安
心
や
団
員
の
確
保
に
つ

な
が
る
。
そ
こ
で
、
消
防
団
協
力
事
業
所
認
定

と
消
防
協
力
事
業
所
表
示
を
制
度
化
し
て
は
。

　

消
防
団
は
、
地
域
住
民
で
構
成
さ

れ
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

上
で
、
常
備
消
防
と
同
様
に
欠
か
せ
な
い
組

織
で
す
。
団
員
の
約
7
割
が
被
雇
用
者
で
、

事
業
所
の
団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
得

る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
庁
は
、
事
業
所
が
勤
務
中
の
消
防

団
活
動
に
便
宜
や
、
地
域
防
災
へ
の
従
業

員
の
入
団
促
進
を
図
る
こ

と
が
、
社
会
貢
献
と
当
該

事
業
所
の
言
頼
性
の
向
上

に
な
る
も
の
と
し
て
「
消

防
団
協
力
事
業
所
表
示
制

度
」
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

17
年
度
よ
り
、
本
村
の

消
防
団
員
を
複
数
雇
用
す

る
事
業
所
に
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
消
防
演
習
時
に
6
社
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
制
度
運
用
を
見
定
め
、
本
村

に
即
し
た
制
度
化
を
図
り
、
更
な
る
団
員

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

情
報
の
真
偽
を
見
抜
く
授
業
を

　

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
に
、
メ
デ
ィ
ア
・

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
取
り
入
れ
て
は
。

　

　

小
・
中
学
校
で
は
、
情
報
教
育
を

実
施
し
て
お
り
、
課
題
や
目
的
に
応

じ
て
情
報
手
段
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と

や
、
必
要
な
情
報
を
収
集
・
判
断
・
表
現
・

Q1

行
革
プ
ラ
ン
の
考
え
方
は

住
民
と
痛
み
を
分
ち
合
う

桜
井　

博
義 

議
員

①
国
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
対
し
、
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

②
村
の
行
政
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
ど
の
点
に
力

を
入
れ
る
の
か
。

③
公
約
で
人
件
費
の
見
直
し
が
あ
る
が
、
そ
の

考
え
は
。

④
厳
し
い
地
方
財
政
の
原
因
と
解
決
策
は
。

①
村
の
中
期
財
政
見
通
し
を
住
民
に

示
し
、
共
に
痛
み
を
分
ち
合
い
新
た

な
視
点
に
よ
る
財
政
改
革
の
必
要
性
を

検
討
し
ま
す
。

②
予
算
編
成
手
法
を
見
直
し
、
事
業
・
行

政
経
費
の
縮
減
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
、
補
助
金
の
公
募
制
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
に
努
め
、
人

件
費
の
縮
減
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

④
各
種
の
経
済
政
策
と
減
税
施
策
が
国
、

地
方
の
税
収
環
境
を
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
　

企
業
誘
致
、
地
元
業
者
・
農
業
の
支

援
な
ど
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の
拡
充

を
進
め
な
が
ら
財
源
確
保
に
あ
た
り
ま

す
。

社
会
保
障
制
度
の
住
民
負
担
は

　

住
民
生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
障

制
度
に
自
治
体
と
し
て
ど
う
捉
え
、
ま

た
負
担
増
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

財
政
負
担
の
増
大
や
少
子
高
齢
化

を
受
け
て
役
割
や
改
革
が
示
さ
れ
な

が
ら
見
直
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
負
担
の
増

加
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
基
本
的
務
め
と

受
け
止
め
、
持
続
可
能
な
財
政
を
踏
ま
え
、

有
効
適
切
に
図
り
ま
す
。

巣
子
駅
の
取
り
組
み
は

①
駅
計
画
時
点
で
の
利
用
者
計
画
の

判
断
と
、今
後
の
駅
利
用
者
の
推
移
は
。

②
循
環
バ
ス
の
見
直
し
と
、
利
用
者
増
に
向
け

た
施
策
は
。

①
今
年
度
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
は
黒
字
見
込
み

で
、
新
駅
設
置
の
目
的
は
一
応
達
成

さ
れ
た
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
マ
イ
レ
ー

ル
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
住
民
と
一
体
で

進
め
ま
す
。

②
来
年
度
の
事
業
継
続
は
困
難
で
す
。
住

民
に
参
画
を
得
な
が
ら
、
検
討
・
試
行
を

重
ね
ま
す
。

Q1

▲ IGR巣子駅の駐車場が完成（18年 12月）

▲滝沢村消防団出初式（19年 1月）
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メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は

情
報
の
処
理
や
発
信
な
ど
を

使
い
こ
な
す
能
力
。


